
大学等における研究基盤の整備・共用に係る
ガイドライン／ガイドブック（仮称）骨子案

• 主に大学の事務レベルを対象読者に想定。大学において新たに共用システムを構築もしくは導入に当たって課題
に直面した際、手引きとなることを主目的に想定。

• 大学の経営層や本部などに対して理解を得る際の事例集としても使えるよう、好事例やQ&Aを盛り込む。
• 本文は短く（5頁以内を目安）、図やチャート等も用いてわかりやすく記載。参考事例集、関係規定集を付けて

詳細を記述。事例提供機関に個別にコンタクト可能にする。

【章立てのイメージ】
①現状認識・基本的考え方（データ等を含む）
②共用システムの導入によるメリット

学生への教育・トレーニング
分野融合・新興領域の拡大、
産学官連携の強化
機器所有者の負担軽減
スペースの削減、保守費等の効率化
スタートアップ支援

③共用システムの全体構成、運営体制
④共用ルールの策定（マニュアル、Q&A）

設備・機器の見える化
内規等、事務的なルールの整備
予約管理システムの構築
料金規程の整備、料金徴収システムの構築
機器提供者へのインセンティブ設計

⑤経営面の取組
大学の経営戦略などへの位置付け
組織体制の整備
財源の確保

⑥機器の保守・管理・更新
競争的資金獲得状況の把握、
資金の合算使用による機器購入
機器のリース、遠隔利用等
中古機器の売却、転用

⑦組織を越えた設備・機器の共用
⑧技術職員の育成・活躍促進

職階制度、研修等
⑨参考規定集（政府文書、関係する会計規定等）

※ コラム等の形式にて、共用システム導入に当たっての
苦労や課題、失敗例も含める。
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新共用連絡協議会における議論の様子
（令和元年10月31日）
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